
［成果情報名］チヤにおける高アントシア二ン新品種候補「枕個03－1384」

［要約］「枕個03－1384」は炭症病、輪斑病に抵抗性を有し、高アントシアニン系統である「茶

中間母本農6号」よりも新芽中のアントシアニン含量が高く、栽培特性に優れている。

［キーワード］チャ、枕個03－1384、品種、アントシアニン

［担当］野菜茶研・野菜・茶機能性研究チーム、茶I PM研究チーム、茶施肥削減技術研究

チーム、日本製紙グループ本社

［代表連絡先］電話0993－76－2127
［区分］野菜茶業・茶業

［分類］技術・参考

［背景・ねらい］

アントシアニンは抗酸化作用や抗眼精疲労作用が期待できる植物由来天然成分として注

目されており、色素原料として果樹類やいも類等様々な植物が利用されている。チャにお
いても高アントシアニン品種が育成されれば、カテキン類等の機能性成分とアントシアニ

ンの同時利用が可能となり、新たな需要の創出が期待できる。これまでに高含量育種素材

として「茶中間母本農6号」を育成したが、定植後の活着や収量性などの栽培特性が劣り

実用生産が困難であることから、「茶中間母本農6号」を利用して、優れた栽培特性のアン

トシアニン高含有品種を育成する。

［成果の内容・特徴］

1．「枕個03－1384」は「茶中間母本農6号」を交配親にして、その自然交雑実生群から選

抜した系統であり、新芽の色および水色は濃い紅色を呈する（図1、図2）。

2，一番茶新芽のアントシアニン含量は「やぶきた」の約　20倍、茶中間母本農6号の約

2倍である（表1）。

3．秋冬番茶のカテキン含量は、「茶中間母本農6号」よりもEGCGが多く、「やぶきた」
よりもEGCが少ない（表1）。

4．圃場における定植後の活着は、光独立栄養培養法により育苗した苗を用いた場合、茶

「中間母本農6号」よりも優れ（表2）、幼木期の生育は良好である。

5．炭症病および輪斑病に対する抵抗性は「やぶきた」よりも強であるが、赤葉枯病には

やや弱である（表2）。

6，樹姿は中間型で定植後の活着、樹勢が良好であることから、幼木期の仕立ては容易で

ある（表2）。
［成果の活用面・留意点］

1．摘採適期を過ぎるとアントシアニン含量は減少する。

2．挿し木床での生育は「やぶきた」よりも劣るが、光独立栄養培養技術を用いて育苗し

たプラグ苗は定植後の活着および生育が良好であることから、定植時は大苗もしくは

プラグ苗を用いることが好ましい。

3．本系統は、アントシアニン高含有機能性茶飲料や天然着色料としての利用が考えられ

る。
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［具体的データ］

C7あJJ臥由
（自然交雑）

茶中間母本点6号
（旧系統名：F95181）

（自然交雑）

図1　「枕個03－1384」の育成系統図

枕個03－1384

枕偲03－1384

左：枕個03－1384　右：やぶきた

図2「枕個03－1384」の一番茶新芽と水色

表1　「枕個03－1384」のアントシアニンおよびカテキン含量

品種・系統名
アントシアニン含量（乾物％）　　カテキン含量（乾物％）

一番茶　　　秋冬番茶　　　EGCG ECG EGC

枕個03－1384　　　　　0．304

茶中間母本農6号　　　0．135

やぶきた　　　　　　　0．014

0．370　　　　　　7．38　　1．43

0．274　　　　　　4．35　　　2．09

0．022　　　　　　6．05　　1．26

注）カテキン含量は秋冬番茶

表2　「枕個03－1384」の栽培特性

品種・系統名　　早晩性　　樹姿　　　樹勢 挿し床　定植後　　　　　耐病性

での生育　の活着　炭症病　輪斑病　赤菓枯病

枕個03－1384　　　　中生　　　中間　　　やや強　　不良　　　　良　　やや強　　強　　　やや弱

茶中間母本農6号　　早生　　やや直立　　　強　　　極不良　　不良　　　中　　　　強　　　　弱

やぶきた　　　　　　中生　　やや直立　　　中　　　　良　　　　良　　　　弱　　　　弱　　　　　中

注）定植後の活着は光独立栄養培養により育苗したプラグ苗を用いた場合の評価
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